
　（医師）

　（歯科医師）

　（看護師）

　（薬剤師）

　（理学療法士）

　（言語聴覚士）

　　　・これからも積極的に参加していきたいと思います。

　　　・多職種連携の必要性は理解しているが、成果についての具体的な部分が見えづらい。

那覇市医師会・浦添市医師会合同開催　多職種意見交換会

アンケート集計

（開催日）平成２８年３月１５日（火）

・自由意見

　　　・沖縄は包括のマンパワーが増えていくと、他県にない在宅ケアができると思います。

　　　・本日のような勉強会を今後も企画していただき、多職種の方々と顔の見える連携をしっ

　　　 かり充実させ、地域の人々を医療・介護・保健・福祉の面でしっかり支援できる「仕組み」

　　　 を築く必要を痛感しました。

　　　・大変勉強になりました。

　　　・在宅医療がどんな形として薬局でできるか、まだ自分的にはよく分からない。

　　　・多職種連携がますます発展して欲しいと思いました。

　　　 実際に取り組んだケースについて発表させていただく機会等があれば発表させて欲しい。

　　　・次回も参加させていただきます。 地域をまとめたグループでもやっていただきたいです。

　　　・多職種のグループワークはいつも参考になります。



　（福祉用具専門相談員）

　（社会福祉士・医療ソーシャルワーカー）

　（介護支援専門員）

　（その他） ＊医療事務、製薬会社スタッフなど

　　　 ていただきたいです。 本日はありがとうございました。

　　　・グループワークの様子を拝聴し、ケアマネジャーの方の意見を聞くことができましたが、私

　　　 には未知の世界でした。 少しでも在宅医療のことを知ることができて良かったです。 あり

　　　 がとうございました。

　　　 えるように誘い合わせたいと思います。 楽しかった!! ありがとうございました。

　　　・平日の夜９：００は少し遅いです・・・。

　　　・今後ともよろしくお願いします。 また参加したいと思います。

　　　・また次回も是非とも参加したいです。 患者さん、家族会などで今回のような会を実践し

　　　・おつかれ様でした。

　　　・多職種意見交換会は貴重な体験でした。 ありがとうございました。

　　　・医師、事務、ケアマネジャー、薬剤師、社会福祉士など、いろんな職種とグループワーク
　　　 ができたことがとても良かったです。 職種が違っても、専門分野が違っても、在宅で支え

　　　 る人は同じという視点でとても心強く感じた。 このような場を準備していただき、ありがと

　　　 うございました。

　　　・那覇より浦添の参加者が多かったのではないでしょうか。 那覇市の参加者もどんどん増

　　　・また次回も機会があれば参加させていただきたいと思います。

　　　・在宅には福祉用具が必要不可欠だと思い、あちこちの勉強会に参加させていただいて

　　　 いますが、「福祉用具専門相談員」＝「業者」という考えが色濃く残っているなと毎回感

　　　 じます。

　　　・認知症というテーマについて、このように勉強する機会が今まであまりなかったので、と

　　　 ても良い機会になりました。 ”ユマニチュード”という技を学んだのでグループワークにて

　　　・認知症の疑い（もしくは認知症）の高齢者が年々増加していくにはどう予防していくのか、
　　　 また、治療の発展・チーム医療に期待したい。

　　　・夕食持ち込みでの研修だと、もっとアットホーム的な雰囲気での研修になると思います。

　　　 取り入れてみます。


